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渓
谷
美
を
誇
る
奥
越
0
二
大

渓
谷
＝
九
頭
竜
峡
、
異
名
峡

は
幾
多
の
伝
脆
奇
聞
を
秘
め

春
は
新
緑
萌
え
、
夏
は
断
崖

絶
壁
0
滝
や
名
物
鮎
釣
に
涼

を
求
め
、
秋
の
紅
葉
映
え
る

景
勝
は
実
に
競
観
そ
0
も
O

で
あ
る
。
叉
点
在
す
る
数
多

い
変
電
所
は
、
我
国
電
力
供

給
地
と
し
て
名
高
く
、
北
陸

関
西
電
力
登
電
所
に
属
し
、

五
万
貳
千
六
百
K
W
を
生
産

そ
の
殆
ど
が
関
西
方
面
へ
鐙

電
さ
れ
、
中
京
、
京
阪
榊
工

業
地
帯
o
産
業
、
文
化
o
発

達
に
こ
う
け
ん
し
て
い
る
。

均
こ
れ
ら
電
力
施
設
が
大
野

市
に
有
す
る
固
定
資
産
は
拾

貳
億
壹
千
六
百
參
拾
四
万
余

円
で
大
野
市
へ
は
壹
千
八
百

五
拾
貳

万
八
千

円
○
市

税
を
う

る
｀
″
し

て
い
る

我
々
は

こ
の
大

自
然
の

恩
恵
に

報
ゆ
る

べ
く
治

山
、
治

水
に
努

め
、
大

野
市
建

設
の
基

を
堅
め

よ
う
o

　

（
写
具

は
九
頭

竜
峡
O

一
景
）

知事を囲む座談会

越美北線の早期開通゛と要盆

　

七
月
二
十
一
日
名
古
屋
の
全
国
統

計
大
会
に
出
席
し
た
羽
根
知
事
は
帰

路
笠

経
て
二
十
二
日
大
野
市
に
立
ち
よ
ら

れ
た
。
当
日
午
後
四
時
市
長
始
め
市

会
議
長
は
富
田
地
係
迄
出
迎
え
、
佩

名
川
に
架
か
る
君
が
代
橋
の
早
期
架

替
の
陳
情
を
な
し
、
五
時
か
ら
有
終

南
小
学
校
で
知
事
を
囲
む
座
談
会
が

催
さ
れ
た
。
う
だ
る
様
な
暑
さ
で
あ

つ
た
が
、
多
数
の
出
席
が

あ
っ
て
活
発
な
要
望
が
数

多
く
出
た
。
知
事
は
盛
り

た
く
さ
ん
の
陳
情
や
ら
要

望
辺
担
が
さ
れ
て
七
時
閉

会
し
た
。
要
望
の
概
要
は

次
の
通
り
で
あ
る
。

▲
越
美
幌
早
期
開
通
に
つ

い
て
知
事
の
見
通
し
、
中

小
企
業
対
策
に
つ
い
て
の

抱
負
如
何
。
知
事
は
全
力

を
尽
し
て
越
美
線
の
早
期

開
通
に
当
っ
て
ほ
し
い
。

V
解
答
H
H
楽
観
的
な
気
分

で
お
ら
れ
な
い
。
こ
れ
に

は
政
治
力
を
結
拓
し
て
当

ら
・
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

▲
土
地
交
換
分
合
等
の
認

可
申
図
9
4
類
提
出
分
を
早

く
認
可
し
て
ほ
し
い
。

V
解
答
H
‥
沢
査
の
上
す
み
や
か
に
認

可
す
る
よ
7
｀
。
ノ
に
し
た
い
。

▲
市
町
村
合
併
後
の
新
市
育
成
の
対

策
が
望
ま
し
い
。
地
方
交
付
税
の
増

額
、
農
業
団
体
の
整
備
統
合
に
付
て

▼
解
答
H
u
い
ま
だ
合
併
促
進
中
で
あ

り
育
成
問
題
に
つ
い
て
は
、
中
央
で

も
研
究
中
で
あ
・
る
。

▲
県
坦
林
道
の
県
費
補
助
額
の
増
額

を
要
望
す
る
。

▼
解
答
止
竹
川
、
富
山
は
三
割
補
助

で
あ
る
が
本
県
は
四
割
で
あ
る
か
ら

ま
だ
よ
い
方
で
あ
る
。

▲
阪
谷
大
月
地
係
に
あ
る
ダ
ム
の
副

堰
提
、
土
砂
止
堰
提
の
早
期
構
築
。

マ
解
答
H
H
砂
防
と
話
し
合
い
の
上
善

処
し
た
い
。

A
九
頭
竜
川
水
系
、
富
田
地
系
に
よ

い
電
源
供
給
の
地
か
お
る
。
知
事
i

開
発
に
尽
力
し
て
ほ
し
い

▼
解
答
‐
‥
‥
中
央
に
対
し
て

そ
の
よ
う
に
折
衝
1
よ
う

▲
大
野
市
内
の
各
学
校
校

舎
が
老
朽
甚
だ
し
い
。

県
は
こ
れ
ら
の
校
舎
の
改

築
に
協
力
を
望
む
。

▼
解
答
‐
‐
鶯
慮
し
た
い
。

Å
木
の
本
開
拓
土
地
改
良

区
の
県
費
に
よ
る
利
子
補

給
。
六
呂
師
牧
野
の
国
庫

補
助
か
う
ち
き
り
と
な
っ

た
が
、
県
費
で
そ
の
分
ふ

補
助
し
て
ほ
し
い
。
木
の

本
開
拓
の
用
排
水
寓
・
業
に

よ
り
下
流
、
下
庄
大
月
地

9
が
特
に
悪
水
0
は
水
ぴ

た
り
と
な
る
の
で
こ
こ
谷

処
方
を
望
ひ
。

ｙ
解
答
＝
善
処
し
た
い
。

▲
木
の
本
開
拓
用
排
水
冷
栞
に
回
連

し
て
大
野
市
中
心
火
に
非
常
用
水
を

設
け
て
ほ
し
い
。

ｙ
解
答
＝
そ
の
計
画
で
進
ん
で
い
る

A
塚
原
開
拓
を
計
画
的
に
県
で
行
つ

て
ほ
し
い
。
農
道
補
助
の
増
額
、
大

農
具
、
動
力
耕
耘
機
購
入
補
助
又
は

融
資
額
の
増
大
、
ほ
か
民
生
関
係
の

要
望
や
知
事
の
抱
負
を
聞
い
た
。

。
風
見
鶏

▼
「
こ
の
4
8
さ
青
い
ち
ぢ
く
を
眼

に
堪
う
る
爽
雨
」
寒
暑
の
差
が
激
し

い
日
本
に
生
れ
た
事
を
、
今
更
の
様

に
思
い
知
る
夏
が
来
た
。
云
っ
て
み

た
削
で
涼
し
く
な
ら
な
い
事
と
は
知

り
な
が
ら
「
暑
い
々
々
」
の
連
発
。

し
か
し
こ
の
暑
さ
の
中
で
黙
4
と
働

い
て
い
る
人
の
い
る
事
を
思
え
ば
、

グ
チ
も
出
な
く
な
る
と
云
う
も
の
で

あ
る
。
「
宙
を
踏
む
人
や
青
田
の
水

車
子
規
」
田
の
い
き
れ
が
ム
ッ
と
立

ち
こ
め
た
中
で
、
ビ
ッ
ジ
ョ
リ
汗
を

か
い
て
水
車
を
ふ
む
努
力
が
あ
っ
て

こ
そ
、
秋
の
9
穣
は
招
来
さ
れ
る

ｙ
今
年
は
戦
争
が
終
っ
て
十
年
目

「
広
島
の
西
日
か
な
し
き
駅
前
に
爽

雨
」
あ
の
無
残
な
想
い
出
を
残
し
た

広
島
の
空
に
は
、
今
日
屯
十
年
前
と

同
じ
太
陽
が
照
っ
て
い
る
。
種
々
な

議
論
を
よ
七
に
、
日
太
に
も
濃
縮
ウ

ラ
ン
が
与
え
ら
れ
る
事
に
な
っ
た
。

再
び
人
絹
を
亡
す
1
に
役
立
っ
て
は

な
ら
な
い

マ
河
や
海
は
今
や
カ
ッ
パ
天
国
の

御
開
帖
。
若
い
人
々
は
山
へ
登
る
で

あ
ろ
う
。
「
い
か
づ
ち
の
夜
空
を
さ

ら
ぬ
キ
ャ
ン
プ
か
な
誓
子
」
一
晩
中

雷
に
驚
か
さ
れ
て
ね
む
れ
な
い
の
も

楽
し
い
思
い
出
と
な
る
で
あ
ろ
ろ
。

▼
「
サ
ジ
な
め
て
童
た
の
し
も
夏

氷
1
子
」
あ
げ
く
の
果
、
腹
を
こ
わ

し
て
［
病
院
の
㈹
下
鏡
の
夜
半
の
夏

汀
女
］
と
な
ら
な
い
様
に

ｙ
夏
の
風
物
詩
を
く
り
ひ
ろ
げ
て

今
日
も
明
日
へ
と
眼
に
見
え
ぬ
時
が

だ
っ
て
ゆ
く
。



◆
＋
月
一
日
は
国
勢
調
査
日
皆
さ
ん
協
力
し
ま
し
よ
う

本年産米集荷

予定数量決る
農協別集荷予定数量

計

五
箇

阪
谷

上
庄

富
田

下
庄

聡
側

小
山

大
野

集
荷
業
者
名

三
三
、
七
一
六 九

二
、
九
八
六

九
、
三
六
一

六
、
二
一
二

七
、
二
八
七

二
、
八
三
五

三
、
三
七
七

一
、
六
四
九
石

集
荷
予
定
数
量

四
一
、
五
二
〇

二
〇

四
、
〇
〇
〇

一
一
、
九
五
〇

七
、
〇
〇
〇

九
、
一
〇
〇

三
、
八
五
〇

三
、
七
〇
〇

一
、
九
〇
〇
石

努
力
目
標
数
量

税金はどの様に

使われているか

　

今
年
0
市

の
税
金
（
固

定
資
産
税
も

市
民
税
も
）

は
そ
れ
ぞ
れ

年
額
決
定
の

通
知
が
、
お

手
許
に
屈
い

て
第
一
期
O

納
税
を
お
済

し
願
っ
た
こ

と
と
存
じ
ま

す
が
、
こ
Ｄ

際
皆
様
が
納
め
て
い
た
ゞ
い
た

貴
い
税
金
は
一
体
市
の
ど
の
様

な
面
に
使
わ
れ
て
い
る
か
を
お

知
ら
せ
し
て
、
今
後
益
々
納
税

を
通
じ
て
市
政
へ
の
御
協
力
を

是
非
“
願
s
致
し
た
い
と
存
じ

ま
す
。

そ
0
先
に
」
言
ふ
れ
て
お
き
た

い
の
は
、
昨
年
七
月
市
制
が
実

施
さ
れ
た
と
き
、
今
後
三
ヵ
年

は
旧
各
町
村
の
実
情
を
尊
重
し

て
市
に
な
っ
て
も
不
均
一
課
税

を
す
る
と
ま
い
う
こ
と
が
決
め
ら

れ
て
A
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
が
と
き
ど
き
間
違
え
伝
え

ら
れ
て
市
に
な
っ
て
も
税
金
は

高
く
し
な
い
と
S
≪
O
A
J
と
に
誤

解
さ
れ
て
お
る
よ
う
に
聞
い
て

A
o
i
H
す
が
、
こ
0
不
均
一
課

税
と
い
う
の
は
当
時
の
旧
町
村

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
財
政
力
に

応
じ
て
税
率
を
法
の
許
す
範
囲

内
に
於
て
そ
0
伸
縮
を
認
め
ら

れ
て
お
る
の
で
、
そ
れ
を
市
に

な
り
た
か
ら
と
い
っ
て
直
ち
に

あ
る
一
定
率
に
す
る
こ
と
は
市

民
の
負
担
0
急
激
な
変
動
を
来

す
と
云
う
の
で
、
三
ヵ
年
間
は

旧
町
村
で
採
用
し
て
い
た
各
税

率
を
、
そ
の
借
据
置
く
こ
と
に

し
た
の
で
、
決
し
て
税
額
そ
O

も
0
を
高
く
し
な
い
と
云
う
こ

と
と
別
に
な
る
こ
と
を
ま
挙
御

了
解
願
い
た
い
0
で
あ
り
ま
す

と
こ
ろ
が
本
年
の
固
定
資
産
税

で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
恐
ら

く
ど
な
た
の
税
額
も
昨
年
よ
り

高
く
な
っ
て
お
る
と
思
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
次
の
様
な
理
由
が

あ
る
こ
と
を
御
承
知
願
い
ま
す

即
ち
、
田
、
畑
、
山
林
、
宅
地

家
屋
等
の
固
定
資
産
に
は
、
毎

年
政
府
か
ら
全
国
各
市
町
村
毎

に
そ
の
市
町
村
の
平
均
価
格
（

田
、
畑
、
山
林
な
ら
ば
反
当
価

格
、
山
林
、
宅
地
、
家
屋
な
ら

ば
坪
当
）
が
指
示
さ
れ
．
そ
れ

に
そ
0
市
町
村
0
固
定
資
産
毎

の
総
面
積
を
乗
じ
た
も
の
を
総

評
価
額
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
が
、
本
年
政
府
か
ら
指
示
さ

れ
た
平
均
ま
価
格
が
田
二
割
八
分

畑
六
割
一
分
、
山
林
約
二
倍
、

宅
地
二
割
八
分
．
家
屋
約
四
割

昨
年
分
よ
り
高
く
な
っ
て
い
る

0
で
、
こ
れ
は
全
国
均
一
な
こ

と
で
あ
り
、
市
に
な
っ
た
か
ら

合
併
し
た
か
ら
と
云
う
様
な
こ

と
が
原
因
し
て
い
る
0
で
は
な

い
0
で
あ
り
ま
す
．
そ
れ
で
市

は
国
か
ら
の
指
示
価
格
は
忠
実

に
履
行
し
ま
す
が
、
税
串
に
つ

い
て
は
昨
年
0
千
分
の
十
五
を

本
年
は
下
げ
ま
し
て
千
分
の
十

四
と
し
幾
分
で
も
市
民
の
負
担

の
経
減
を
計
っ
た
っ
も
り
で
す

又
市
民
税
は
御
承
知
0
様
に
昨

年
度
の
各
人
の
所
得
が
基
準
と

な
る
も
の
で
一
概
に
は
申
さ
れ

ま
せ
ん
が
、
昨
年
は
特
に
一
昨

年
の
農
家
所
得
が
凶
作
0
鴛
低

か
っ
た
の
に
比
較
し
ま
す
と
、

本
年
度
の
税
額
は
約
三
割
程
度

高
く
な
っ
て
来
る
0
が
普
通
O

状
況
と
た
っ
て
い
ま
ず
。

い
ず
れ
に
致
し
ま
し
て
も
税
金

0
調
査
は
公
正
に
し
、
賦
課
を

殴
正
に
す
る
こ
と
を
壬
ッ
ト
ー

と
し
、
市
民
が
納
得
し
て
納
税

し
て
い
た
だ
く
様
に
努
力
し
て

行
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
、
係
員

一
同
勉
強
し
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
で
こ
の
様
に
し
て
、
納
税

し
て
い
た
だ
い
た
税
金
は
市
民

各
位
o
貴
重
な
市
政
努
力
へ
の

結
晶
で
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
o

使
い
途
に
つ
い
て
は
最
も
適
切

な
面
に
、
最
も
効
果
的
に
使
わ

れ
る
様
に
努
力
せ
ね
ば
な
ら
な

い
o
で
あ
り
ま
す
が
、
今
、
本

年
度
o
市
税
に
つ
い
て
み
ま
す

と
、
総
額
一
億
一
千
五
百
貳
拾

參
万
円
で
歳
入
予
算
總
額
二
億

八
千
七
百
貳
拾
參
万
余
円
と
o

割
合
は
四
〇
％
で
あ
り
ま
し
て

市
o
必
要
経
費
の
牛
額
に
も
涵

た
な
い
の
で
、
あ
と
の
六
〇
％

は
主
と
し
て
他
か
ら
の
依
存
財

政
で
財
源
を
賄
っ
て
い
ま
す
。

主
な
歳
出
経
費
を
拾
っ
て
見
ま

ず
と
、
議
会
費
三
百
三
拾
万
円

市
役
所
費
四
千
三
百
九
拾
八
万

円
、
消
防
費
一
千
三
百
万
円
、

公
債
費
一
千
五
拾
万
円
、
致
育

費
三
千
三
拾
万
円
、
こ
の
外
に

学
校
増
改
築
費
四
千
二
百
六
拾

五
万
円
だ
け
を
合
計
し
て
も
既

に
市
税
額
に
近
い
億
百
八
万

円
と
な
る
の
で
あ
り
ま
し
て
、

市
役
所
全
体
の
人
件
費
総
額
膏

千
五
百
七
拾
八
万
円
は
市
税
の

四
七
％
と
な
り
、
即
ち
税
金
の

牛
額
は
人
件
費
だ
と
云
う
て
も

過
言
で
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す

そ
う
す
る
と
他
の
土
木
費
三
千

七
百
拾
四
万
円
、
教
育
費
中
増

改
築
費
四
千
二
百
六
拾
五
万
円

範
会
労
働
施
設
費
二
千
七
百

九
万
円
、
保
健
衛
生
費
千
九

百
拾
八
万
円
、
産
業
経
済
費
四

千
七
百
九
拾
九
万
円
、
其
他
千

二
百
二
万
円
合
計
は
結
局
市
税

以
外
の
地
方
交
付
税
、
国
、
県
よ

り
の
支
出
金
、
寄
附
金
、
市
債

な
ど
で
償
っ
て
行
か
ね
ば
な
ら

な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
何
を
云
っ
て
も
市
民
と

し
て
市
政
に
直
接
協
力
し
て
い

た
だ
く
方
法
と
し
て
は
納
税
よ

り
他
に
途
が
な
く
、
こ
れ
が
民

主
政
治
の
一
番
の
行
道
で
あ
り

叉
こ
の
税
の
使
い
途
に
監
硯
O

気
持
を
も
っ
て
s
た
だ
く
こ
と

こ
そ
市
民
0
義
務
で
あ
り
ま
す

そ
の
た
め
に
は
ま
挙
納
税
0
義

務
を
果
し
て
い
た
だ
い
て
こ
そ

予
算
通
り
の
仕
事
も
川
来
る
訳

で
あ
り
、
も
し
滞
納
が
多
く
な

れ
ば
な
る
程
、
市
の
仕
事
が
と

＾
A
J
＊
つ
て
来
、
延
い
て
は
市

民
0
御
迷
惑
に
な
る
こ
と
を
よ

く
御
理
解
下
さ
い
ま
し
て
納
税

に
つ
い
て
の
御
協
力
を
い
た
だ

き
。
市
は
叉
そ
の
貴
い
税
金
を

良
心
を
も
っ
て
市
民
に
還
元
さ

れ
る
こ
と
を
御
誓
い
致
し
ま
す

今
月
の
行
李

一
日
（
月
）
六
呂
師
分
校
ツ
反
注
射

　

森
目
小
学
校
ツ
反
注
射

二
日
（
火
）
庄
林
分
校
ツ
反
注
射

　

中
保
分
校
ツ
反
注
射

三
日
（
水
）
六
呂
師
分
校
B
C
G
注

　

射
森
目
小
学
校
B
C
G
注
射

四
日
（
木
）
庄
林
分
校
B
C
G
注
射

　

中
保
分
校
B
C
G
注
射

八
日
（
月
）
下
庄
小
学
校
ツ
反
注
射

十
日
（
水
）
下
庄
小
学
校
B
C
G
注
射

上
旬
八
月
一
日
現
在
農
家
所
有
耕

　

作
状
況
調
査
打
合
水
稲
健
芭
育

　

成
1
及
計
閥
策
定
打
合
会

十
一
日
（
木
）
上
庄
出
張
所
市
戸

　

籍
尋
務
絹
究
会

十
八
日
（
木
）
乾
側
小
学
校
乳
児

　

検
診

中
旬
・
一
打
少
年
問
題
協
図
会
変
採

　

種
田
設
置
打
合

二
十
二
日
（
月
）
下
院
小
学
校
乳

　

已
検
診

二
十
三
日
（
火
）
上
庄
小
学
校
乳

　

児
検
診

二
十
四
日
（
ホ
）
小
山
小
学
校
乳

　

児
検
診

二
十
五
日
（
木
）
有
終
肖
小
堂
校

　

乳
9
検
診

二
十
六
日
（
金
）
有
終
西
小
学
校

　

乳
児
検
診

一
一
十
九
日
（
月
）
富
田
小
学
校
乳

　

児
検
診

三
十
日
（
火
）
阪
谷
小
学
校
乳
児

　

検
診

三
十
一
日
（
水
）
五
箇
公
民
舘
乳

　

9
検
診

下
旬
農
業
委
員
講
習
会



有
畜
営
農
ば

先
ず
サ
イ
ロ
の
建
造
か
ら

　

家
畜
の
飼
料
で
最
も
重
要
な

粗
飼
料
は
春
か
ら
秋
に
か
け
て

の
青
草
期
間
中
は
畑
の
生
産
物

や
副
産
物
、
山
野
の
雑
草
で
充

分
間
に
あ
う
が
、
參
は
地
上
か

ら
青
草
が
す
っ
か
り
な
く
な
る

鴛
、
サ
イ
ロ
な
ど
の
貯
蔵
設
備

0
な
い
農
家
で
は
青
草
0
欠
亡

に
よ
っ
て
病
気
を
だ
し
た
り
、

産
乳
を
減
ら
し
肥
育
を
遅
ら
す

事
が
非
常
に
多
く
、
粗
飼
料
O

確
保
が
一
つ
の
悩
み
の
種
に
な

っ
て
い
る
。

　

粗
飼
料
の
貯
蔵
に
は
色
々
方

法
も
あ
る
が
、
最
も
適
切
な
も

の
は
サ
イ
ロ
を
使
っ
て
エ
ン
シ

レ
ー
ジ
（
埋
草
）
に
す
る
事
で

あ
る
。
平
ら
た
く
云
え
ば
麦
刈

作
物
や
農
場
生
産
物
の
京
葉
青

草
な
ど
を
サ
イ
ロ
に
っ
め
こ
み

飼
料
に
七
〇
％
0
水
分
を
保
た

せ
乳
酸
登
酵
を
お
こ
さ
せ
て
腐

ら
な
い
よ
う
に
し
た
漬
物
な
O

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
此
等
を

つ
め
こ
む
場
所
が
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
0
つ
め
込
む
漬
物

桶
を
J
ン
ク
リ
ー
ト
叉
は
木
、

タ
タ
キ
で
造
っ
て
こ
れ
を
サ
イ

ロ
と
呼
ん
で
い
る
。

　

サ
イ
ロ
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で

造
る
0
が
一
番
理
想
的
で
し
ょ

う
。
普
通
は
牛
地
上
式
（
牛
分

地
上
牛
分
地
下
）
の
も
0
が
よ

く
円
筒
形
で
直
径
四
尺
～
五
尺

で
高
さ
（
深
さ
）
は
十
尺
程
度

の
も
の
が
一
般
に
ょ
く
利
用
さ

れ
ま
す
。
こ
0
サ
イ
ロ
を
造
る

に
は
｀
ン
ク
リ
ー
ト
の
型
枠
を

作
る
の
に
経
費
と
手
数
が
か
か

り
ま
す
が
、
地
方
事
務
所
で
は

鉄
製
の
型
枠
を
備
え
付
け
て
居

り
ま
す
0
で
、
こ
れ
を
利
用
す

る
と
便
利
で
す
。
所
要
資
材
辻

直
径
四
尺
～
五
尺
で
高
さ
（
深

さ
）
十
尺
の
サ
イ
ロ
で
セ
メ
ン

ト
十
袋
程
準
備
す
れ
ば
よ
い
で

し
ょ
う
。
セ
メ
ン
ト
の
混
合
割

合
は
次
の
と
お
り
で
す
。

砂
利 砂

セ
メ

ン
ト

″
り

Q
u

1
基
礎

4
1
5

り
″

― 壁

C
s
I
t
H
C
O

1 土
塗

　

サ
イ
ロ
に
つ
め
る
材
料
は
カ

ホ
ン
科
の
牧
草
叉
は
い
も
蔓
、

青
刈
玉
蜀
黍
、
青
刈
大
豆
、
青

刈
大
麦
等
が
よ
ろ
し
い
。
普
通

一
寸
程
度
0
長
さ
に
切
り
一
日

～
二
日
乾
か
し
て
つ
め
た
方
が

製
品
の
出
来
が
上
等
で
す
。
あ

ま
り
水
分
の
多
い
も
の
は
二
割

程
度
の
切
藁
か
乾
草
を
混
ぜ
て

つ
め
こ
む
0
も
方
法
で
す
。

水
魔
に
備
え
て

万
全
の
水
防
態
勢
／

大
野
市
水
防
団
は
台
風
シ
ー
ズ
ン
に

備
え
て
七
月
十
四
日
午
後
一
時
、
灼

熱
焼
く
が
如
き
暑
さ
を
お
か
し
、
真

名
川
の
酉
五
箇
橋
附
近
で
水
防
演
習

を
行
っ
た
。

昨
夜
来
、
当
地
方
の
降
雨
量
は
I
〇

〇
粍
に
達
し
、
各
河
川
と
も
出
水
益

々
激
増
の
報
告
あ
り
、
特
に
佩
名
川

は
警
戒
水
位
二
・
一
」
米
を
突
破
し
た

午
前
十
時
よ
り
下
庄
水
防
団
は
警
戒

態
勢
に
入
っ
て
い
る
。
午
後
一
一
時
巡

視
員
よ
り
横
枕
地
係
堤
防
欠
壊
の
報

あ
り
水
防
団
員
全
員
出
動
の
想
定
に

も
と
づ
き
水
防
団
員
は
全
身
汗
に
ま

み
れ
、
機
敏
な
手
さ
ば
き
で
菰
張
工

＝
フ
タ
エ
、
木
流
工
等
の
一
朝
こ
と

あ
る
の
場
合
、
万
全
を
期
し
て
の
作

業
訓
練
を
行
い
、
午
後
三
時
山
津
水

防
団
長
の
訓
示
が
あ
っ
て
団
員
の
士

気
い
よ
い
よ
高
く
解
散
を
し
た
。

　

（
写
真
は
機
敏
な
手
さ
ば
き
I
作
業

中
の
団
員
）

火災の通報は

火事／叉は503番へ

　

こ
の
七
月

一
日
か
ら
当

市
に
常
設
消

防
団
が
新
設

さ
れ
て
居
り

ま
す
。
之
は

一
旦
火
災
が

発
生
し
た
な

ら
ば
即
刻
出

動
し
て
早
期

に
火
災
を
鎮

め
、
災
害
を

最
少
限
に
食

い
止
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
設
け
ら
れ
た

機
関
で
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
当

非
番
隔
日
勤
務
0
態
勢
で
、
当

番
員
は
火
竣
発
生
を
知
っ
た
場

合
は
昼
夜
を
問
わ
挙
、
即
刻
出

動
出
来
得
る
万
全
0
態
勢
を
整

え
て
居
り
ま
す
。
之
が
鴛
に
は

深
夜
と
雖
も
当
番
員
は
、
出
勤

態
勢
を
と
と
0
え
て
居
り
、
叉

非
番
員
に
於
い
て
も
帰
宅
後
O

行
動
に
相
当
の
制
約
を
設
け
て

非
常
召
集
に
応
じ
ら
れ
る
様
に

な
っ
て
居
り
ま
す
。

　

登
足
以
来
末
だ
日
が
伺
い
な

が
ら
、
既
に
二
回
0
出
火
に
何

れ
も
確
知
後
約
三
十
秒
で
出
動

し
て
居
り
ま
す
。
し
か
し
用
度

と
も
、
今
少
し
通
報
が
早
け
れ

ば
よ
り
以
上
に
被
1
が
軽
減
さ

れ
た
だ
ろ
う
に
と
悔
ま
れ
ま
し

た
。
昔
か
ら
ク
火
事
は
最
初
O

五
分
間
″
と
言
わ
れ
て
居
り
ま

す
が
、
五
分
間
で
は
既
に
遅
い

の
で
、
不
幸
に
し
て
災
害
の
殺

生
を
見
た
場
合
は
躊
躇
さ
れ
る

事
な
く
即
刻
「
火
事
」
ま
た
は
五

〇
三
番
へ
通
知
下
さ
る
様
御
協

力
を
お
願
s
し
ま
す
。
向
市
外

通
話
0
地
域
は
警
察
電
話
で
急

報
し
て
下
さ
い
。

市長、議長を囲んで

合併後の農業對策を語る

　

大
野
市
農
政

研
究
協
議
会
は

下
0
日
程
0
通

り
市
長
、
議
長

を
囲
ん
で
「
合

併
後
の
農
村
対

策
に
つ
い
て
」

の
懇
談
会
を
開

催
す
る
。
同
会

で
は
一
般
農
民

の
多
数
參
加
を

望
ん
で
い
る
。
日
程
場
所
は
次

0
通
り

八
月
七
日
午
後
二
時
よ
り
小
山

出
張
所

八
日
か
阪
谷
出
張
所

九
日
み
富
田
出
張
所

十
六
日
ゆ
下
庄
公
民
舘

十
七
日
か
上
庄
小
学
校

十
八
日
夕
乾
側
出
張
所

狗
総
会
は
八
月
二
十
一
日
午
後

二
時
か
ら
中
央
公
民
舘
で
開
く

市
発
展
の

　

基
と
な
る

団
体
個
人
の
表
彰

大
野
市
が
誕
生
し
た
意
義
深
い

七
月
一
日
を
記
念
し
て
、
成
績

優
秀
で
他
の
模
範
と
な
る
市
内

の
個
人
、
団
体
を
表
彰
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は

「
大
野
市
表
彰
規
程
」
に
よ
っ

て
毎
年
行
わ
れ
ま
す
が
、
晴
れ

の
表
彰
を
う
け
ら
れ
た
方
は
次

の
と
｀
″
り
で
す
。

◇
個
人
の
部

y
産
業
功
労
者
松
田
市
太
郎
（
森
目
）

　

夕
松
田
弥
一
（
下
据
）

　

み
天
木
亨
（
中
野
）

y
優
良
生
徒
坂
本
き
よ
み
（
森
本
）

y
自
治
功
労
者
奥
村
忠
兵
栄
（
下
丁
）

　

夕
涛
山
静
（
横
下
）

？
翫
会
事
業
小
野
田
理
由
輝
（
木
本
）

▼
節
婦
十
時
仲
（
清
滝
）

◇
団
体
の
部

y
納
税
（
小
林
伊
佐
吉
）
稽
郷

　

み
（
林
達
也
）
下
打
波

▼
農
業
団
体
（
清
水
忠
雄
）
右
近
次
郎

▼
消
防
団
体
（
吉
森
喜
一
）
中
榊
明

◆
市
民
税
二
期
分
納
期
は
八
月
Ξ
十
日
限
り



当市の物価は県下最高
婦人会が調査

　
　

「
大
野
の
物

価
は
、
他
0
市

と
く
ら
べ
て
、

果
し
て
高
い
O

だ
ろ
う
か
、
安

い
の
だ
ろ
う
か

」
と
云
う
事
は
、

私
達
が
常
に
日

頃
考
え
て
い
る

事
で
す
が
、
こ

の
程
、
県
下
七

市
の
婦
人
会
員

が
、
六
月
十
五

日
現
在
で
自
分

の
住
ん
で
い
る

市
の
物
価
を
十

八
品
目
に
わ
た

つ
て
一
斉
に
調
査
い
た
し
ま
し

た
。
そ
○
結
果
出
て
来
た
、
十

八
品
目
の
合
計
額
を
比
較
し
て

み
る
と
、
大
野
市
は
七
百
六
十

四
円
余
り
で
、
第
二
位
0
扁
井

市
を
八
十
二
円
余
り
も
引
き
は

な
し
て
、
実
に
県
下
最
高
の
物

価
高
を
示
し
て
い
ま
す
。
最
低

の
武
生
市
と
は
百
七
十
二
円
余

り
も
違
う
と
云
う
驚
く
べ
き
数

字
で
す
。

　

し
か
し
楡
鐙
の
関
係
で
高
価

に
な
る
魚
類
や
、
茄
子
と
胡
瓜

の
様
な
ハ
シ
リ
0
時
期
に
こ
の

調
を
を
行
っ
た
品
物
も
あ
る
た

め
に
、
こ
の
様
な
数
字
が
出
た

も
の
で
す
が
、
田
園
都
市
と
銘

打
っ
て
い
る
私
達
の
大
野
市
が

他
0
大
消
費
都
市
と
比
べ
て
物

価
が
高
い
事
は
不
思
議
に
思
う

程
で
す
。

　

大
野
婦
人
会
で
は
、
近
日
中

に
こ
の
調
を
0
結
果
を
中
心
に

商
工
会
議
所
関
係
者
を
招
い
て

座
談
会
を
開
く
計
画
を
し
て
い

ま
す
の
で
、
そ
の
時
に
は
御
參

集
下
さ
っ
て
、
買
物
上
手
な
主

婦
と
な
っ
て

頂
き
た
ま
い
と

思
っ
て
｀
″
り

ま
す
。

　

上
に
こ
O

調
査
の
結
果

を
か
か
げ
て

み
ま
す
。

　

皆
さ
ん
で

検
討
を
し
て

み
て
く
だ
さ

い
。

野菜 魚類 上牛肉 調味料 燃料 合計

500匁500匁 100匁

卜
　　　円

463 155．9190．0150．649．3592．1

琵市51・81764 188．0153・056．1625．3

糾 55・0187．2176．0153．156．4627．7
m市

744 198．8180．0142．743．7639．6

芸市62．8180．8200．0150．456．2650・2

卜 49．8228－9187．6155．560．7682．5

　市大野73．0313．01800 151．047．6764．6

平均
59．0205．7185．9151．052．9654．5

注
合
計
及
び
燃
料
中
の
木
炭
は
十
分
の
一
俵
の
値
段
で

　
　

あ
る
。
又
牛
肉
は
上
肉
の
み
を
合
計
に
入
れ
た
。

人
挙

【
異
動
一

民
生
課
長
安
川
金
弥
（
林
務
課
長
）

林
務
課
長
羽
生
敏
夫
（
広
報
統
計

　

係
長
）

商
工
課
長
水
上
太
二
（
人
事
・
選
挙

　

庶
務
・
消
防
・
秘
書
係
長
）

人
事
・
選
拳
・
庶
務
・
消
防
・
秘
1
係
長

　

直
安
亨
（
固
定
資
産
税
係
長
）

民
生
課
佐
々
木
徳
（
総
務
課
）

林
務
課
永
見
道
子
（
総
務
課
）

総
務
課
中
谷
八
重
子
（
民
生
課
）

大
野
市
常
設
消
防
分
団
長
増
永
慶

　

三
郎
（
民
生
課
長
）

　
　
　
　
　
　
　

七
月
一
日
付

【
採
用
】

大
野
市
常
設
消
防
分
団
部
長
永
田

　

正
元
大
野
市
消
防
吏
員
清
水

　

重
雄
″
中
川
太
″
旭
光
也

　

″
伊
藤
一
郎
″
本
田
彰
″
大

　

久
保
光
雄
″
印
牧
新
之
助
″

　

米
村
達
夫
″
渡
辺
昭
良
″
辻

　

豊
″
巻
寄
則
夫
″
斎
藤
滝
児

　

″
斎
藤
誠
一
郎
が
加
藤
俊
雄

　

″
佐
々
木
治
男
″
松
田
信
行

　

″
藤
森
義
雄
″
神
谷
正
夫

　
　
　
　
　
　
　
　

七
月
一
日
付

【
異
動
】

固
定
資
産
税
係
長
村
中
清

　
　
　
　
　
　

七
月
十
四
日
付

【
辞
令
】

技
師
多
田
省
二
大
野
市
富
田
診

療
所
長
を
命
ず
る
七
月
十
九
日
付

Ｉ
’
づ
ｙ

　

－
‐

事
メ

モ

　

八
月
は
一
応
夏
型
の
晴
天
が

期
待
さ
れ
る
が
、
天
気
は
や
や

不
安
定
で
と
き
ど
き
雲
や
雨
が

多
く
な
る
。
特
に
月
の
後
牛
に

は
天
気
の
崩
れ
る
可
能
性
が
大

き
い
。
気
温
は
始
め
平
年
並
だ

が
、
後
下
降
傾
向
で
時
々
低
温

が
出
現
す
る
。
月
の
牛
ば
過
ぎ

か
ら
北
日
本
を
中
心
と
し
て
強

s
＞
低
温
の
起
る
お
そ
れ
が
あ
り

本
県
も
こ
の
影
響
を
若
干
受
け

る
か
も
知
れ
な
い
。
降
水
量
は

や
や
多
く
日
照
は
や
や
少
目
と

予
想
さ
れ
る
。

〔
耕
種
〕

稽
の
一
生
の
中
で
最
も
水
を
必

要
と
す
る
時
期
で
古
老
は
花
水

と
云
っ
て
重
要
し
て
い
る
。

花
水
が
不
足
す
る
と
穂
揃
が
悪

く
な
り
枇
が
多
く
減
収
を
来
す

か
ら
水
廻
り
を
欠
か
し
て
は
な

ら
な
い
。
と
か
く
八
月
に
入
る

と
水
田
は
投
げ
や
り
に
或
り
易

い
か
ら
特
に
注
意
し
て
ほ
し
い

　

こ
の
地
方
は
一
般
に
落
水
期

が
早
過
ぎ
る
か
ら
穂
揃
い
し
て

か
ら
二
十
五
日
内
外
で
傾
穂
期

に
達
し
た
時
排
水
す
る
。

但
し
湿
田
の
場
合
は
そ
の
程
度

に
応
じ
、
こ
れ
よ
り
十
日
位
早

目
に
落
水
し
て
差
支
え
な
い
。

〔
病
虫
1
〕

首
イ
｀
チ
中
晩
稲
0
穂
首
イ

｀
チ
に
対
し
て
は
走
り
穂
の
見

え
た
と
き
と
穂
揃
い
期
0
二
回

セ
レ
サ
ン
石
友
粉
等
水
銀
製
剤

を
撒
布
す
る
と
よ
い
。
首
イ
｀

チ
は
予
防
第
一
で
あ
る
こ
と
を

銘
記
し
て
ほ
し
い
。

わ
ら
む
し
あ
ま
り
多
発
し
な

い
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
発
生

予
察
に
注
意
し
て
八
月
五
日
か

ら
十
二
日
頃
ま
で
に
ホ
リ
ド
ー

ル
か
B
H
C
を
撒
布
す
る
。

な
る
べ
く
動
力
撒
粉
機
等
強
力

な
も
0
が
望
ま
し
ま
い
。

巷
虫
幼
虫
の
幼
齢
期
は
比
較

的
薬
剤
に
弱
く
ホ
リ
ド
ー
ル
B

H
C
、
D
D
T
な
ど
い
ず
れ
で

も
容
易
に
駆
除
出
来
る
。
あ
」
虫

に
喰
わ
れ
る
な
ど
農
民
0
恥
で

あ
る
o

「
疏
菜
そ
の
他
」

結
球
白
菜
金
沢
白
菜
は
概
ね
十

日
前
後
に
播
種
す
る
0
が
適
当

で
あ
る
。
早
播
き
す
ぎ
る
と
病

虫
害
の
危
険
が
多
い
し
、
播
き

｀
’
く
れ
る
と
結
球
率
は
低
下
す

る
。
旱
魅
続
き
で
適
期
播
腫
が

困
難
な
見
込
の
と
き
は
「
練
り

床
」
栽
培
が
望
ま
し
い
。
「
練

り
床
」
0
場
合
は
完
熟
堆
肥
を

混
ぜ
、
練
り
過
ぎ
に
な
ら
な
い

よ
う
注
意
す
る
。
松
島
白
菜
の

よ
う
な
早
生
腫
は
や
や
遅
蒔
が

出
来
る
。
い
ず
れ
も
生
育
初
期

に
薄
い
水
肥
を
施
す
と
そ
の
効

果
顕
著
で
あ
る
。

菜
種
油
糧
資
源
と
し
て
重
要

で
あ
る
か
ら
出
来
る
だ
け
増
産

し
て
ほ
し
い
。
早
期
収
穫
を
希

望
し
て
「
み
ち
0
く
な
た
ね
」

を
作
る
場
合
は
播
腫
期
を
遅
く

九
月
日
頃
や
や
密
植
（
反
当

四
千
五
百
本
）
に
す
る
必
要
が

あ
る
。
い
ず
れ
も
苗
床
に
於
け

る
厚
蒔
0
害
は
顕
著
で
謎
部
伸

長
0
結
果
収
量
が
激
減
す
る
。

間
引
、
移
植
を
早
目
々
々
に
実

施
し
て
ほ
し
い
。

玉
葱
玉
葱
の
祓
は
貯
職
養
分

が
少
く
登
芽
、
初
期
生
育
が
極

め
て
悪
い
か
ら
、
苗
床
に
完
熟

堆
肥
を
混
和
し
、
敷
藁
、
間
土

を
上
手
に
使
う
等
よ
く
工
夫
し

て
ほ
し
い
。
近
年
種
子
不
足
か

ら
不
良
種
子
を
つ
か
ま
せ
ら
れ

易
い
か
ら
信
用
あ
る
賤
苗
商
か

ら
購
入
す
る
よ
う
に
し
た
い
。

れ
ん
げ
自
給
肥
料
源
と
し
て

亦
サ
イ
レ
ー
ジ
の
原
料
と
し
重

要
な
も
の
で
あ
る
か
ら
極
力
増

反
し
て
ほ
し
い
。
反
当
播
量
を

五
合
見
当
と
し
秋
期
に
過
燐
酸

石
次
を
施
し
て
合
理
的
に
栽
培

し
て
欲
し
い
。



大野市報

水
害
の
防
止
は

山
林
行
政
か
ら

　

七
月
十
二
、
十
三
〇
爾
日
、

炎
天
下
を
冒
し
市
議
会
林
務
委

員
は
、
市
の
林
地
状
況
を
覗
察

八
五
粁
の
行
程
に
わ
た
っ
て
踏

査
を
行
い
、
市
総
面
積
0
七
四

刄
を
占
め
る
林
野
（
壹
万
參
千

九
百
余
町
歩
）
に
対
し
て
、
今

後
行
わ
れ
る
林
業
行
政
の
大
検

討
を
し
た
。
そ
の
結
果
、
新
設

林
道
の
計
画
、
市
行
造
林
二
〇

町
歩
実
施
、
一
般
民
有
林
増
林

計
画
等
、
当
市
治
山
治
水
0
万

全
を
期
す
る
事
に
よ
っ
て
、
産

業
顎
達
の
基
を
作
り
、
更
に
観

光
都
市
0
面
目
を
登
揮
す
る
I

石
二
鳥
り
計
画
が
立
案
さ
れ
た

農
業
委
員
会
役
員
決
ま
る

七
月
十
五
日
、
農
業
委
員
会
が

開
か
れ
次
0
通
り
役
員
が
決
ま

つ
た
。

委
員
会
長

　

第
一
地
区
寺
島
藤
郎

　

第
一
7
高
田
新
左
衛
門

　

第
＝
7
千
策
大
吉

委
員
会
長
代
理

　

第
一
地
区
永
見
守
一

　

第
一
7
阿
部
勇
吉

　

第
＝
7
広
瀬
土
松

代
表
者
会
議
員

　

第
一
地
区
西
川
文
右
衛
門

　

第
一
7
本
田
茂

　

第
＝
7
前
田
平
雄

農
協
及
共
済
組
合
の
理
事
中
よ

り
推
選
し
た
、
農
業
委
員
の
内

第
三
地
区
委
員
は
多
田
忠
直

氏
（
伏
石
）
に
決
ま
っ
た
。

夏の防犯に協

力して下さい

　

大
野
9
察
署
で

は
七
月
十
日
か
ら

八
月
二
十
日
ま
で

の
四
十
日
間
を
夏

問
防
犯
強
調
月
間

と
し
て
、
各
種
の

事
故
防
止
と
防
犯

運
動
を
冥
施
し
て

お
り
ま
す
の
で
、

皆
さ
ま
も
御
協
力
を
願
い
ま
す
。

一
、
水
死
事
故
を
未
然
に
防
止
し
、

水
泳
場
で
の
盗
難
防
止
に
協
力
し
て

下
さ
い
。

二
、
花
火
に
よ
る
火
災
、
や
け
ど
、

そ
の
他
の
事
故
を
れ
I
く
し
ま
1
よ
う

Ξ
、
夏
期
休
暇
中
の
青
少
年
の
不
良

化
を
防
止
し
て
下
さ
い
。

四
、
人
盛
り
を
狙
っ
て
各
方
面
か
ら

不
良
徒
輩
が
入
り
込
み
、
す
り
、
暴

行
、
た
か
り
等
の
犯
罪
が
多
く
な
る

か
ら
注
意
し
、
も
し
こ
れ
ら
の
事
件

が
発
生
し
た
ら
侵
9
の
駐
在
所
へ
卯

絡
し
て
下
さ
い
。

五
、
女
の
方
は
極
端
に
露
出
的
な
服

装
や
華
美
す
ぎ
ろ
服
装
を
や
め
、
婦

女
子
の
夜
間
一
人
歩
き
は
慎
み
玄
し

六
、
夏
は
住
宅
等
が
開
放
的
に
な
り

や
す
い
か
ら
、
貴
重
な
家
財
は
外
部

か
ら
見
え
な
い
場
所
に
保
管
し
て
、

犯
罪
を
誘
発
さ
せ
な
い
よ
う
注
意
し

て
下
さ
い
。

明るい市民たち③

め
ざ
ま
し
い
機
械
化
営
農

（
上
庄
の
巻
）

　

約
八
五
〇
町
歩
の
水
田
面
積

を
有
す
る
純
農
村
地
帯
に
あ
る

上
庄
地
区
は
、
生
産
と
経
営
的

合
理
化
を
如
何
に
し
た
ら
出
来

る
か
と
番
な
や
ん

で
い
る
と
こ
ろ
か
も

し
れ
な
い
。
形
式
的

な
高
流
し
や
、
カ
マ

ド
等
の
生
活
改
善
よ

り
も
、
先
ず
第
一
に

営
農
の
仕
組
み
の
変

革
が
生
活
改
善
を
す

る
何
よ
り
の
キ
メ
手

で
あ
る
こ
と
だ
と
努

力
も
し
、
又
実
証
さ
れ
て
い
る

そ
れ
は
べ
二
〇
〇
戸
の
四
割

の
農
米
が
耕
耘
機
の
共
有
者
で

八
五
台
の
所
有
内
訳
は
七
二
台

が
共
同
購
入
で
平
均
四
人
仲
間

賤
り
十
二
台
が
個
人
所
有
で
機

械
化
農
業
経
営
か
ら
う
ま
れ
る

労
力
の
節
約
は
（
例
え
ば
一
町

歩
位
の
田
は
二
日
で
荒
起
し
が

す
ん
で
し
ま
う
）
い
き
お
い
婦

人
の
手
間
を
軽
く
し
、
家
庭
内

の
仕
事
に
ふ
り
む
け
ら
れ
る
事

と
、
鼻
う
た
ま
じ
り
で
耕
作
出

来
る
男
の
手
間
が
、
未
開
拓
の

分
野
に
ま
で
最
展
し
て
ゆ
く
こ

と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
こ
二

三
年
間
に
煙
草
や
白
菜
作
が
急

激
に
ふ
え
、
煙
草
七
〇
町
歩
余

煙
草
跡
作
の
白
菜
が
大
体
六
〇

町
歩
、
そ
0
牧
穫
高
は
白
菜
で

二
二
、
五
八
四
貫
も
あ
る
。
で
は

】
体
な
ぜ
こ
ん
な
に
ふ
え
た
か

と
言
う
と
、
俗
に
言
う
バ
ン
の

あ
る
田
で
あ
る
こ
と
、
次
に
協

同
組
合
が
積
極
的
に
購
入
資
金

を
優
先
的
に
貸
付
し
、
長
期
返

還
の
制
度
を
と
っ
て
い
る
事
は

三
月
現
在
の
農
村
漁
業
資
金
貸

付
額
は
四
、
二
八
五
万
円
に
達

し
て
い
る
こ
と
で
も
判
然
と
す

る
。
こ
う
し
た
こ
と
を
み
る
と

何
も
か
も
上
庄
よ
い
と
こ
と
早

合
点
す
る
か
も
知
れ
な
い
が
、

な
お
今
後
に
残

さ
れ
応
幾
多
の

問
題
は
あ
る
と

思
わ
れ
る
。
も

て
る
者
（
富
農

）
と
も
た
ざ
る

者
（
貧
農
）
O

差
が
大
き
く
な

っ
て
反
目
す
る

こ
と
や
、
こ
の

地
元
の
農
村
婦

人
が
若
が
え
っ

た
と
し
て
も
、

次
か
ら
次
へ
と
拡
張
す
る
野
菜

作
り
等
に
、
依
然
と
し
て
手
間

が
そ
そ
ぎ
こ
ま
れ
て
ゆ
く
過
重

労
働
の
問
題
、
機
械
化
に
よ
っ

て
男
だ
け
が
「
七
月
男
」
に
な

り
は
し
＊
＜
s
か
と
言
う
問
題
等

々
。
し
か
し
な
が
ら
昨
今
と
く

ら
べ
て
飛
躍
し
た
同
地
区
は
必

挙
や
、
こ
れ
ら

の
諸
問
題
を
克

服
し
て
具
0
田

園
交
響
曲
を
高

ら
か
に
か
な
で

る
事
も
さ
し
て

遠
く
は
あ
る
ま

い
と
念
願
す
る

も
の
で
あ
る
。

　

（
写
其
は
エ
ン

ジ
ン
0
昔
も
軽

や
か
に
起
耕

中
据
地
籍
）

社
会
福
祀
を
推
進
す
る

大
野
市
民
生
委
員

①

清
水
上
、
二
、
三
区
田
中
竹
次

郎
（
清
水
上
）

清
水
上
四
、
五
清
滝
萱
岡
喜
美

（
’
″
）

亀
山
上
、
清
水
中
井
桝
憲
次
郎

（
‘
″
）

溝
水
下
、
亀
山
下
石
本
登
美

（
亀
山
下
）

水
落
一
、
二
堀
正
（
水
落
一
）

一
番
上
、
二
番
上
蛮
藤
フ
ジ
オ

（
一
番
上
）

一
番
下
、
二
番
下
宮
田
準
（
一

番
下
）

三
番
上
、
四
番
上
田
中
藤
一

（
四
番
上
）

三
番
下
、
四
番
下
堀
絹
子
（
四

番
下
）

五
番
上
、
寺
上
松
田
正
栄
（
五

番
上
）

五
番
下
、
寺
下
高
瀬
昇
（
寺
下
）

大
和
、
末
広
松
田
さ
く
（
大
和
）

9
明
下
二
、
三
、
四
二
宮
竜
蔽

（
寺
下
）

糾
明
中
選
衡
中
（
榊
明
中
）

榊
明
上
、
】
、
二
、
三
中
沢
勉
（

榊
明
上
）

横
下
一
、
榊
明
下
ノ
ー
川
瀬
旬

（
横
下
）

横
下
二
、
三
浅
山
静
（
横
下
）

春
日
五
、
横
上
一
、
二
川
崎
よ

し
0
（
春
日
五
）

春
日
四
崔
藤
甚
作
（
春
日
四
）

春
日
三
山
内
ま
す
え
（
春
日
三
）

春
日
一
、
二
永
見
守
一
（
春
日

二
）

旭
一
、
二
、
三
原
重
治
（
旭
）

昭
和
、
篠
座
下
北
野
ひ
さ
を
（

昭
和
）

篠
座
中
、
春
日
野
猪
島
逸
男
（

篠
座
中
）

篠
座
上
松
谷
正
（
篠
座
上
）

下
舌
、
上
舌
選
衡
中

深
井
、
飯
降
、
鍬
掛
泉
キ
ミ
（
鍬

掛
）

　

（
以
下
は
紙
面
0
都
合
で
次

　
　

号
に
登
載
）

◆
時
間
厠
行
あ
な
た
か
ら



詣
や

ｙ

サ
4
レ
ン
は
鳴
る
が
？

　

一
日
三
回
吹
鳴
さ
れ
る
市
の
サ
イ

レ
ン
が
、
ど
う
し
た
こ
と
か
正
確
な

時
刻
に
鳴
っ
た
た
め
し
が
な
い
。
早

か
っ
た
り
遅
か
っ
た
り
、
時
に
は
五

分
以
上
も
違
う
こ
と
が
あ
る
。
朝
の

サ
イ
レ
ン
で
活
動
の
生
気
を
ふ
る
い

起
し
、
タ
の
サ
イ
レ
ン
で
感
謝
と
憩

い
の
喜
び
に
浸
た
る
の
は
、
何
と
し

て
も
嬉
し
い
こ
と
で
あ
り
意
義
の
あ

る
事
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
そ
の
日
そ

の
日
で
時
間
が
く
る
う
の
で
は
ス
ツ

カ
リ
気
分
が
ぶ
ち
こ
わ
さ
れ
て
し
ま

う
。
又
一
面
市
役
所
と
市
民
の
無
形

的
な
っ
な
が
り
の
上
に
も
、
大
き
な

障
害
に
も
な
る
と
思
わ
れ
る
。
希
く

は
正
確
な
時
報
で
あ
る
サ
イ
レ
ン
に

し
て
ほ
し
い
。
（
大
野
地
区
M
生
）

地
区
座
談
会
に
つ
い
て

市
に
な
っ
て
広
大
な
地
域
に
な
っ
た

の
で
、
市
の
行
政
方
針
や
そ
の
運
営

が
仲
々
市
民
全
体
に
徹
底
し
な
い
う

ら
み
が
あ
り
、
又
市
民
が
市
当
局
に

要
望
し
た
い
4
な
ど
あ
り
な
が
ら
、

仲
々
通
じ
な
い
の
・
が
笑
情
で
あ
り
ま

す
。
「
市
長
を
囲
む
座
談
会
」
が
年

一
回
位
あ
る
様
で
す
が
、
忙
し
い
市

長
が
各
地
区
を
度
々
玄
わ
る
こ
と
は

困
難
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
せ
め
て
各

課
長
が
度
々
地
区
に
出
向
い
て
座
談

会
を
催
す
こ
と
は
出
来
な
い
も
の
で

し
ょ
う
か
、
大
が
か
り
な
大
名
行
列

式
な
も
の
で
な
く
、
必
要
地
区
に
必

要
課
長
が
出
向
く
実
質
的
な
も
の
に

し
て
ほ
し
い
と
思
う
。
（
上
庄
地
区

K
生
）

「
地
区
だ
よ
り
」
が
ほ
し
い

　

市
政
の
動
き
を
知
る
最
も
手
近
か

な
市
報
は
私
ど
も
に
と
っ
て
、
と
て

も
よ
い
く
わ
だ
て
だ
と
思
っ
て
喜
ん

で
い
ま
す
。
毎
月
の
市
報
を
隅
か
ら

隅
ま
で
読
ん
で
居
り
ま
す
が
、
悲
し

い
事
に
は
身
近
か
な
地
区
の
出
来
事

が
殆
ん
ど
の
っ
て
い
ま
せ
ん
。
旧
町

村
時
代
に
は
舘
報
が
あ
っ
て
村
の
行

事
な
ど
が
こ
ま
か
く
の
っ
て
い
て
非

常
に
な
つ
か
し
さ
を
感
ず
る
と
共
に

村
の
歩
み
も
解
り
ま
し
た
が
、
市
報

に
は
そ
れ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
簡
単
な

欄
で
も
よ
い
か
ら
「
地
区
だ
よ
り
」

を
設
け
て
下
さ
れ
ば
他
の
地
区
の
状

況
も
わ
か
つ
て
有
難
い
と
思
い
ま
す

是
非
新
設
1
て
下
さ
い
。
（
阪
谷
地

区
W
生
）

文
駱
作
品
と
論
文
の
懸
賞
募
集
／

　
　
　
　

締
切
L
り
は
九
月
末
日

　
　

・
応
募
に
つ
い
て
0
御
注
意

―
募
集
す
る
種
目
回
小
説
、
ユ
ン
ト
、
随
筆
四
百
字
詰
原
稿

　
　

用
紙
三
十
枚
以
内
翻
詩
、
和
歌
、
俳
句
一
人
三
篇
以
内

　
　

口
論
文
大
野
市
の
美
点
と
欠
点
（
歴
史
、
伝
説
、
風
習
、
地

　
　

理
的
条
件
、
政
治
、
経
済
、
産
業
、
教
育
、
文
化
、
宗
教
等
）

　
　

凡
ゆ
る
角
度
か
ら
大
野
市
の
美
点
と
欠
点
を
あ
げ
、
そ
の
対
策

　
　

に
論
及
す
る
。
四
百
字
詰
五
十
枚
以
内

2
締
切
日
昭
和
三
十
年
九
月
三
十
日
（
当
日
の
消
印
あ
る
も
の

　
　

は
有
効
）

3
主
催
者
及
び
送
り
先
大
野
市
中
野
大
野
市
教
育
委
員
会
社
会

　
　

教
育
課
文
芸
作
品
募
集
係

4
応
募
資
格
大
野
市
民
た
る
こ
と

5
審
査
福
井
県
文
化
協
議
会
文
学
部
門
選
者

6
表
彰
式
各
種
目
別
に
入
選
一
点
、
佳
作
一
点
を
え
ら
び
十
一

　
　

月
三
日
文
化
の
日
に
行
う
。

　
　
　

▼
尚
、
入
選
者
に
は
記
念
品
、
賞
状
を
贈
る
。

赤
根
川
鞍
ヶ
淵

　

今
よ
り
約

八
百
年
前
、

現
在
の
大
門

尾
永
見
、
坂

i
n
の
必
た
り

を
「
牛
ヶ
原

庄
」
と
呼
び

こ
0
一
帯
が

山
城
0
国
醍
醐
寺
0
寺
領
と
な

っ
て
s
＞
た
m
、
平
泉
寺
0
僣
兵

と
の
間
に
小
さ
い
學
い
が
絶
え

な
か
っ
た
。
そ
の
頃
の
牛
ヶ
原

城
主
故
川
時
治
は
平
泉
寺
衆
徒

に
攻
め
ら
れ
無
哨
な
最
後
を
淀

げ
た
が
、
そ
の
時
の
概
要
を
太

平
記
は
次
の
様
に
し
る
し
て
い

る
。
（
現
代
文
に
意
訳
）

　

「
時
治
は
北
国
を
鋲
め
る
た
め

に
越
前
大
野
郡
牛
ヶ
原
に
拠
っ

た
。
そ
の
頃
、
六
波
羅
敗
北
O

報
が
平
泉
寺
衆
徒
に
聞
え
る
や

彼
等
は
恩
賞
に
あ
十
か
ら
ん
と

し
、
七
千
余
騎
を
も
っ
て
五
月

十
二
日
牛
ヶ
原
に
押
し
寄
せ
た

時
治
は
僅
か
二
十
余
人
で
こ
れ

を
防
い
だ
が
、
敵
は
早
く
も
牛

ヶ
原
の
後
0
山
に
攻
め
上
っ
た

時
治
は
こ
れ
迄
と
思
い
、
近
く

の
寺
僣
を
招
き
、
奥
方
と
二
人

の
男
0
子
に
後
生
菩
提
の
道
を

脆
か
せ
た
。
寺
鮒
は
「
殿
と
二

人
の
お
子
は
男
で
あ
る
か
ら
命

を
と
ら
れ
る
だ
ろ
う
が
、
そ
な

た
は
女
人
で
あ
る
の
で
ょ
も
や

命
は
と
ら
れ
ま
い
。
さ
れ
ば
こ

の
世
に
賤
つ
て
亡
き
人
0
冥
輔

を
斬
ら
れ
よ
」
と
靫
え
る
と
、

奥
方
は
「
鳥
や
獣
で
さ
え
も
夫

婦
親
子
が
睦
じ
く
暮
す
の
に
、

私
一
人
が
生
き
哨
つ
て
夫
や
子

を
先
立
た
せ
る
事
は
出
事
ま
せ

ん
。
私
も
」
諸
に
命
を
落
し
ま

し
よ
う
」
と
云
っ
て
ゆ
す
ら
な

い
。
そ
の
内
に
敵
の
と
き
0
声

も
舘
に
追
っ
て
来
た
0
で
、
二

人
の
子
を
櫃
に
入
れ
て
近
く
O

淵
へ
身
を
投
ぜ
ん
と
し
て
や
っ

て
来
た
が
、
こ
の
世
の
思
い
出

に
櫃
の
フ
タ
を
お
け
る
と
二
人

0
子
が
「
母
様
、
こ
れ
か
ら
ど

こ
へ
行
き
ま
す
0
？
」
と
聞
く

の
で
、
奥
方
は
涙
を
押
さ
え
て

こ
の
川
は
極
楽
0
八
功
徳
池
と

云
っ
て
、
幼
い
人
達
0
生
れ
る

所
で
す
。
サ
ア
母
様
の
よ
う
に

念
仏
を
唱
え
な
が
ら
川
に
沈
み

ま
し
よ
う
」
と
云
っ
て
、
子
を

従
え
て
淵
に
身
を
投
じ
た
。

　

こ
の
淵
は
今
の
茜
川
下
流
矢

村
地
籍
で
、
古
く
は
鎌
倉
ケ
淵

と
呼
ん
だ
が
、
後
に
鎌
が
淵
叉

は
鞍
ケ
淵
と
云
っ
た
。
近
年
の

河
川
改
修
で
淵
は
河
床
と
な
り

今
は
な
い
が
、
今
も
琉
る
哀
話

は
私
達
0
涙
を
誘
う
。

（
写
真
は
赤
根
川
・
鞍
ヶ
淵
）

（
紙
面
0
都
合
で
原
稿
の
割
愛
を
御
詫
び
し
ま
す
）

ある会話

（続）
国民健康保瞼
のはなし

（
問
）
国
民
健
康
保
険
に
は
何
か
専
用
0
施
設
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。

（
答
）
国
民
健
康
保
険
組
合
で
直
営
診
療
所
を
設
置
し
て
い
る
処
が

あ
り
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
や
手
術
室
、
病
室
も
完
備
し
て
手
術
や
入
院

も
出
来
る
。
大
野
市
で
は
富
田
診
療
所
が
こ
れ
に
当
る
。
叉
保
健

婦
を
置
き
、
被
保
険
者
の
家
庭
を
訪
問
し
て
い
ろ
い
ろ
指
導
や
相

談
に
応
じ
て
い
る
処
も
あ
り
、
助
産
婦
を
置
い
て
組
合
員
0
賑
娠

出
産
、
育
児
な
ど
0
相
談
指
導
を
行
っ
て
、
市
民
0
保
健
衛
生
の
向

上
に
、
良
い
成
績
を
挙

げ
て
い
る
組
合
も
あ
り

ま
す
。

（
問
）
組
合
で
駆
虫
薬
や

殺
虫
剤
な
ど
を
阿
ま
布
す

る
事
は
出
来
な
い
か
。

（
答
）
国
民
健
康
保
瞼
の

被
保
険
者
が
健
康
を
※

※
保
持
し
医
者
に
診
て
も

ら
う
受
診
率
が
少
く
な
れ

ば
な
る
程
、
国
民
健
1
保

険
組
合
の
陥
営
も
楽
に
な

る
か
ら
、
組
合
員
の
保
健

衛
生
に
役
立
つ
事
な
ら
ど

ん
ど
ん
や
れ
ば
良
い
0
で

す
。
例
え
ば
年
に
二
回
位

い
、
サ
ン
ト
I
I
ン
な
ど
の
駆
虫
薬
を
配
っ
て
姻
虫
を
駆
ぬ
し
た
り

叉
D
D
T
を
撒
布
し
「
ハ
こ
や
「
カ
」
を
駆
除
し
日
常
生
活
を
明
る

く
す
る
こ
と
は
必
要
で
も
あ
り
、
有
益
な
こ
と
で
あ
る
。
所
が
現

在
は
国
保
も
経
営
が
困
難
で
、
計
一
因
は
あ
っ
て
も
な
か
な
か
実
行

出
来
な
い
が
、
市
の
保
険
組
合
が
一
本
と
な
り
基
礎
が
大
き
く
た

れ
ば
、
実
現
出
来
る
時
が
来
る
と
思
う
。

（
問
）
国
保
が
市
一
本
に
統
一
さ
れ
る
と
ど
ん
な
点
が
よ
く
な
る
か

（
答
）
今
ま
で
各
地
域
で
思
い
思
い
に
や
っ
て
い
た
事
を
統
一
し
て

や
れ
ば
、
少
い
経
費
で
能
率
的
に
行
届
い
た
仕
事
が
出
来
ま
す
。
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